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創業の地は愛知県東海市荒尾町（当時は知多郡荒尾村）。
1899 （明治32 ）年、創業者 蟹江一太郎が軍隊時代の上官の言葉をヒントに、
トマトをはじめとする西洋野菜の栽培に着手。最初の発芽をみた。
その後1903 （明治36 ）年、自宅の納屋でトマトソースの製造を開始。

創業者 蟹江一太郎創業当時の様子

カゴメのはじまりは農家 トマトの発芽と共に創業

カゴメのご紹介
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カゴメのご紹介

私たちは、自然の恵みと多くの
人々と出会いに感謝し、自然生
態系と人間性を尊重します。

私たちは、自然の恵みを活かして、
時代に先駆けた深みのある価値を
創造し、お客さまの健康に貢献しま
す。

私たちは、おたがいの個性・能力を
認め合い、公正・透明な企業活動に
つとめ開かれた企業を目指します。

開かれた企業

自 然

感 謝 自然の恵みがもつ抗酸化力や
免疫力を活用して、食と健康を
深く追求すること。

自然に反する添加物や技術に
たよらず、体にやさしいおいしさ
を実現すること。

地球環境と体内環境に十分配慮
して、食の楽しさの新しい需要を
創造すること。

楽しく

おいしく

自然を

これがカゴメのお客様への約束です

ブランドステートメント企業理念
～時代を経ても変わらずに継承される「経営のこころ」～
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カゴメにとっての2025 年

収益構造改革と

働き方の改革の実行

成長に転じ、持続的
成長の種を仕込む

持続的成長の
実現

位置
づけ

中期経営
計画

2016 - 2018

第1次
中期経営計画

2019 - 2021

第2 次
中期経営計画

2022 - 2025

第3 次
中期経営計画

2025 年は中期経営計画の総仕上の年であり、
次の10 年に向けた仕込みの年です

次の
10年

カゴメの目指す姿

- 2025年のありたい姿 -

- ビジョン –
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カゴメの2025 年のありたい姿

食を通じて社会課題の解決に取り組み、
持続的に成長できる強い企業になる

商品や情報提供により野菜摂取を
促進し、人々の健康的な食生活や
生活習慣に野菜で貢献する

農事業や品種開発・技術開発
などを通して

持続的な農業の確立を目指す

調達から商品に至るまでの
事業活動の環境負荷を低減する

2050年までにカーボンゼロを目指す

健康寿命の延伸 農業振興・地方創生 持続可能な地球環境

＜取り組む社会課題＞
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27.0%

4.4%

19.4%

42.2%

7.0%

カゴメのご紹介

事業別売上収益構成比（2024 年度）

食品他は家庭用食品、
業務用商品等を含む

売上収益

3,068
億円

トマト他
一次加工
22.2%

トマト他
二次加工
20.0%
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種苗、農業、農産加工品の製造と販売 ＝ 種から食卓までの事業

中心となる事業は、「一次加工事業」 「二次加工事業」

主な顧客は、業務用の大手外食チェーンや食品メーカーなど

農業従事者

種苗
農業
（農産物） 一次加工 二次加工

業務用
（食品メーカー等）

業務用
（外食チェーン等）

家庭用

業務用
（一次加工業者
・商社等）

顧
客

カゴメの国際事業展開
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一次加工と二次加工について

一次加工 生の加工用トマトをトマトペーストに加工
二次加工 トマトペーストをピザソースなどに加工

一次加工

二次加工

濃縮などの加工

調味などの加工

生トマト トマトペースト

トマトペースト ピザソース
8
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カゴメの株主還元

24.5
30 30

35 36 37 38
41

47 48

10

10

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025( 予想）

記念配当

年間配当金額

●連結業績を基準に、総還元性向40 ％
●年間配当金額38 円以上を安定的に現金配当

株主還元方針
＜第３次中計期間（２０２２年～２５年）＞
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カゴメの株主優待制度

半年以上継続して株式を保有していただいた株主さまに
新商品や注力商品等の詰め合せを贈呈（例年１０月下旬頃）

100 株～1,000 株未満の株主さま

2,000 円相当

加えて、
10 年以上保有いただ
いた株主さまには、

当社オリジナル
記念品を贈呈！

（10 年を迎えた年に1回限り）

1,000 株以上の株主さま

6,000 円相当
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株主さま向けイベントの実施

株主のみなさまに当社の活動への理解を深めていただくために、
定期的に株主さま限定イベントを開催

海外拠点見学

※有償

国内工場見学
リアル/ オンライン

社長と語る会
オンライン
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2025 年12 月期

上期決算概況ご説明



本日の内容
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1. 2025 年度上期決算概要

2. 2025 年度通期予想及び下期施策

3.  参考資料
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1. 202 5 年度上期決算概要
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2025 年度上期 連結業績

Å売上収益は減収、全段階利益も減益
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営業利益は、前期に米国インゴマー社の連結子会社化に伴い、
従来の出資持分(20％)を再測定したことによる93億円の差益を計上した反動で減少。



25 24 25 24

395 ẍ1 ẍ0.5% - 397 31 ẍ18ẍ37.1% - 49

60 +3 +6.1% - 57 2 ẍ0 ẍ3.8% - 2

274 +2 +0.8% - 272 23 ẍ3 ẍ13.7% - 26

730 +3 +0.5% - 726 56 ẍ22ẍ28.0% - 78

299 ẍ98ẍ24.8% ẍ7 398 29 ẍ6 ẍ17.7% ẍ0 36

323 ẍ44ẍ12.0% ẍ7 367 25 ẍ19ẍ43.2% ẍ0 44

ẍ1 +2 - +0 ẍ3 1 +2 - - ẍ0

621 ẍ140ẍ18.4% ẍ14 761 56 ẍ23ẍ29.1% ẍ1 79

/ 34 +40 - +0 ẍ6 ẍ8 ẍ5 - +0 ẍ3

1,386 ẍ95 ẍ6.4% ẍ14 1,482 104 ẍ50ẍ32.6% ẍ1 154

:

2025 年度上期 セグメント別業績
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・国内加工食品：トータルで増収、原材料価格上昇、広告費投入により減益
・国際：トマトペースト市況の下降影響などにより一次加工、二次加工とも減収減益
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国内加工食品事業 トピックス( 飲料)

Å カゴメトマトジュース
高めの血圧を下げる機能の訴求が奏功し、新規ユーザーの獲得が進み、安定成長を継続

Å 野菜生活100
発売30周年を機に価値を再訴求。リトライアルを促進するも、節約志向の高まりで前年割れ

Å アーモンド・ブリーズ
著名人起用のCMで認知度は向上。今後は配荷拡大にむけ、商品力・販促の強化が課題
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カゴメトマトジュース 野菜生活100 アーモンド・ブリーズ



国内加工食品事業 トピックス( 通販・食品他)

Å通販
定期会員の増加と国産の魅力向上を目的とした広告により、野菜飲料やスープが好調で増収

Å食品他
「ナポリタンスタジアム」などの施策が奏功し、トマトケチャップが堅調に推移し増収
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通販 食品他
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2025 年度上期 国際事業
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売上収益 事業利益

為替影響
△14 億円

398 
299 

367 

323 

24 25

単位:億円

二次加工

一次加工

621

761

単位:億円

56
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一次加工・二次加工ともに減益

・一次加工
減収要因による減益
・二次加工
減収要因による減益

※在庫評価減等一時的な損失を6億円認識

一次加工・二次加工ともに減収

・一次加工
トマトペースト市況の下降に伴い、販売価格を引き下げ、減収
・二次加工
フードサービス企業向け販売は堅調に推移したものの、
市況の下降に伴う販売価格の引き下げなどに伴い、減収

為替影響
△1億円

79

（調整額△1）（調整額△3）

二次加工

Å トマトペースト市況の下降に伴う販売価格の引き下げに加え、
在庫評価減などの一時的損失が発生し、減収減益



2025 年度上期 事業利益増減要因
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単位：億円

国内加工食品 △22
①原価変動△20：トマトペースト＋0.2、にんじん・りんごなど△8、包材など△5、内為替影響△4など

②広告宣伝費の増加：△5 上期は戦略的に増額

国際事業 △23
一次加工（△6）：価格変動△37、数量減△12、原価変動＋51（内、インゴマー社連結に伴う時価評価の利益影響＋35［24年上期△52→25年上期△17、増減＋35］）

二次加工（△19）：価格変動△20（プロダクトミックス、販売価格引き下げ影響など）、数量増＋1、原価変動＋4

Å原材料価格の上昇、成長に向けた広告投資、国際事業の業績悪化および在庫評価減などの
一時的損失が影響し、減益

①

②

国内加工食品
△22

国際
△23③



104 ẍ50 ẍ32.7% 154

3 ẍ91 ẍ96.5% 95

1 ẍ1 ẍ40.7% 2

105 ẍ141 ẍ57.2% 246

99 ẍ131 ẍ56.8% 231

28 ẍ18 ẍ39.8% 47

28.4% +8.0pt - 20.4%

9 ẍ3 ẍ24.0% 12

ẑ 61 ẍ109 ẍ64.0% 171

:
2425

2025 年度上期 中間利益増減要因

Ằ（内、Ingomar 連結化伴う、

評価差益93 億円）

②

Å事業利益の減少に加え、前年に計上した連結子会社化に伴う評価益の反動が影響
し、営業利益・中間利益ともに減益

※親会社の所有者に帰属する中間利益

21
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増減要因
その他の収益△91：前年インゴマー社連結子会社化前の出資持分20％を再測定した結果、93億円の

差益を計上したことによる反動減
実効税率＋8.0pt：①に関する差益に対する昨年の非課税影響等
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2. 2025 年度通期予想及び下期施策
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139 ẍ16

1,325 ẍ168

119 ẍ20

/ 100 +81

ẍ18 +6

3,000 ẍ68

240 ẍ30

:

2025 年度通期予想
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Å売上収益・事業利益ともに、期初に掲げた予想を維持
Å下期は目標達成に向け、各施策を着実に実行



2025 年度の基本方針

24
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2025 年度下期 国内加工食品事業（飲料）

Å トマトジュース：WEB広告、サンプリング企画等を通じて機能性訴求を強化し、習慣化を促進
Å野菜生活１００：子ども向け人気キャラクターとのコラボなどを通じて、継続利用の定着を図る
Å アーモンド・ブリーズ：アンバサダー活用や新商品投入などを通じて、配荷拡大と市場浸透を加速

© ２０２５ カゴメ株式会社 25

※出典：マクロミルQPR/全国/業態CVS/
期間25年3月-6月

新商品
（10月発売）

カゴメトマトジュース 野菜生活100 アーモンド・ブリーズ
需要
拡大

需要
回復

需要
創造



2025 年度下期 国内加工食品事業（通販・食品他）

Å通販：国産野菜を使用した野菜飲料やスープなど、特別感のある商品の広告を展開
Å食品他：昭和100年を契機にナポリタンなどのレトロメニュー企画を定着させる
「ごはんにかけるスープ」など新商品の展開を通じて、日常の食卓に新たな価値を提供
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※新商品：店頭発売日：8月26日

通販 食品他：トマトケチャップ 食品他：スープ
需要
拡大

需要
創造

需要
拡大

需要
創造



野菜摂取推進活動の強化
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「野菜をとろうフォーラム」 「ベジチェック®」の販促利用

Å 「野菜をとろうフォーラム」の開催や、記念日に合わせた店頭販促を通じて、
野菜の価値を伝え、関心を高めることで、ブランド力と事業成長のさらなる強化を目指す

「野菜の日」「トマトの日」

＋

塩分の摂りすぎが気になる場合は、減塩に加えて、
ナトリウムを体外に排出する働きのあるカリウムを、野菜や果物
から積極的に摂取する食事の考え方「ナトカリ」を提案

ナトリウムを多く含む食事 カリウムを含む食事



2025 年度下期 国際事業（トマト他一次加工）

Å米国インゴマーにて、生産効率と品質向上に向けた課題解決を本格化
自動選別機の導入による作業効率化と原価低減を進め、グローバル競争力と持続可能な
生産体制の強化をめざす
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ダイストマトの自動選別機
高解像度カメラと赤外線センサーで、異物・夾雑物・変色部位などを

自動検出して、高圧エアで除去する装置を3基導入

トマトの入荷

洗浄され、加工ラインに向かう様子



2025 年度下期 国際事業（トマト他二次加工）

Å顧客のニーズに合わせた商品提案による取引拡大で持続的な成長基盤の構築を進める
Å北米市場でオイルベースやアジアンソースなどの新商品の開発に注力し、
新規顧客の開拓を推進、戦略的に売上拡大を図る

Åピザやパスタむけの主力商品。

Å トマト、ニンニク、ソテーした玉ね
ぎを贅沢に使用した、濃厚な豊
かな風味が特徴

Å独自の技術で、揚げ物のカリカリ感
と風味を長時間キープし、テイクアウ
トや配達でも高品質を維持。保温・持
ち帰り時の食感劣化や品質低下の課
題を解決。

29

トマトベースソース オイルベースソース アジアンメニューソース

Åアジアンメニューの人気拡大を成
長機会と捉え、「スイートサワー
ソース」をはじめとするアジアン
メニューに適した調味料を顧客
課題に応じて開発。
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最後に

売上収益3,000 億円、事業利益240 億円の目標達成に向けて、

収益基盤の強化と、持続可能性の向上を図ってまいります。

次期中期経営計画および、次の10 年の取り組みの詳細については、

来年の年度決算発表会にて改めてご説明いたします。

30
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https://www.kagome.co.jp/company/nutrition-health/azayakaseikatsu/detail/15/
https://www.kagome.co.jp/company/nutrition-health/azayakaseikatsu/detail/15/
https://www.kagome.co.jp/company/nutrition-health/azayakaseikatsu/detail/15/
https://www.kagome.co.jp/company/nutrition-health/azayakaseikatsu/detail/15/
https://www.kagome.co.jp/company/nutrition-health/azayakaseikatsu/detail/15/
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